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第 206 回新潟海区漁業調整委員会議事録 

 

 １ 招集状送付年月日    令和４年２月 21日（月） 

 

２ 開催日時        令和４年３月 11日（金） 午後２時 30 分 

 

 ３ 開催場所        新潟県水産会館２階大会議室 

 新潟県新潟市中央区万代島２番１号 

 

 ４ 出席者 

  定数 15 名 

新潟海区漁業調整委員会委員（12名出席） 

土屋貞男、渡邊廣吉、磯谷光一、石井正門、葛西澄人、神田義信、塚田政直 

内田千秋、本間勉、若杉玉二、脇坂三重城、高橋千洋 

新潟海区漁業調整委員会事務局 

米山書記長、渡邉主査、高野主事 

新潟県農林水産部水産課 

佐藤副参事(資源対策係)、吉田係長（調整係）、上村技師（資源対策係） 

 

 ５ 議 題 

（１）くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管理漁獲可能量について 

（諮問） 

（２）令和４年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請すべき期間について（諮問） 

（３）新潟海区漁業調整委員会の所管する行政手続等における情報通信の技術の利用に

関する規程の一部改正について（協議） 

（４）くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について（報告） 

（５）その他 
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６ 会議の顛末 

（14：30） 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

事務局 

（渡邉） 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

米山課長 

 

土屋会長 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

・定刻となりましたので、ただいまより第２０６回新潟海区漁業調整委員

会を開催します。 

・まずはじめに、土屋会長よりご挨拶をお願いします。 

 

[挨拶] 

 

・次に、本日の委員の出席状況について報告いたします。 

・塚田委員が所用により少し遅れて来るとのことです。 

・本日は、11 名の委員が出席されておりますので、委員会事務規程第６条

の規定により、この委員会が成立することを報告します。 

・次に本日の会議資料を確認します。 

 [資料の確認] 

・それでは、会長から議事の進行をお願いします。 

 

・ただいまより第２０６回新潟海区漁業調整委員会を開会します。 

・それでは、議事に入る前に議事録署名人を指名させて頂いてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・今回の議事録署名人は、若杉委員、本間委員にお願いします。 

・それでは議事に入ります。 

・議題（１）「くろまぐろ、するめいか及びすけとうだらの知事管理漁獲

可能量について」は知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いしま

す。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料１に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（１）について説明がありましたが、ご意見、ご質問は

ありませんでしょうか。 

 

・意見等は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととしてよろ

しいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（１）については、原案どおりとして差し支えない旨、知
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米山課長 

 

土屋会長 

 

 

高野主事 

 

土屋会長 

 

   

 

 

 

 

一 同 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

高野主事 

 

 

土屋会長 

 

 

 

高野主事 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

渡邉主査 

 

事へ答申することとします。 

・次に議題（２）「令和４年知事許可漁業の許可又は起業の認可を申請す

べき期間について」も知事からの諮問事項です。県から諮問をお願いし

ます。 

 

［諮問文を朗読］ 

 

・ただいま、県から諮問を受領しました。 

・引き続き、諮問事項について説明をお願いします。 

 

［資料２に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（２）についての説明がありましたが、ご意見、ご質問

はありませんでしょうか。 

 

・佐渡側の新規要望であり、佐渡海区で答申を得ているとのことで意見等

は無いようですので、原案どおりで差し支えないこととしてよろしいで

しょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（２）について、原案どおりとして差し支えない旨、知事

へ答申することとします。 

・続いて議題（３）「新潟海区漁業調整委員会の所管する行政手続等にお

ける情報通信の技術の利用に関する規程の一部改正について」県から説

明をお願いします。 

 

［資料３に基づき説明］ 

 

 

・ただいま、議題（３）について説明がありましたが、ご意見、ご質問は

ありませんでしょうか。 

・具体的に、どういった手続きから始める等あるのでしょうか。 

 

・先ほども説明いたしましたが、令和４年度より県の新電子申請システム

の運用が開始され、各種手続きのオンライン化が進められております。 

 委員会所管の手続きについても、底建網漁業の承認等がありましたけれ

ども、そういった手続きのオンライン化が規程によって制限されないよ

うに、今回規程を一部改正いたしました。 

 

・他にありませんか。 

 

・補足ですけれども、イメージが難しいと思いますが、広域漁業調整委員

会のクロマグロ承認等があります。委員会指示で禁止されているものを
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渡邊副会長 

 

 

 

渡邉主査 

 

土屋会長 

 

 

一同 

 

土屋会長 

 

 

 

上村技師 

 

土屋会長 

 

 

 

磯谷副会長 

 

 

上村技師 

 

 

磯谷副会長 

 

上村技師 

 

磯谷副会長 

 

 

 

 

上村技師 

 

 

磯谷副会長 

解除する等の申請をする際に、電子的な手続きができるように規程の改

正をいたしました。イメージできましたでしょうか。今のところ、具体

的にオンライン化することはありません。 

 

・いわゆる諸手続を電子化するということでしょう。所定様式をダウンロ

ードして申請でき、印鑑もいらない、一概にいうとそういうシステムを

作るということでしょうか。 

 

・はい。 

 

・他に意見がないようであれば、意見等は無いようですので、案のとおり

としてよろしいでしょうか。 

 

［異議なし］ 

 

・それでは議題（３）について、案のとおり規程を改正することとします。 

・続いて、議題（４）「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更について」

報告をお願いします。 

 

［資料４に基づき説明］ 

 

・ただいま、議題（４）の「くろまぐろの知事管理漁獲可能量の変更につ

いて」報告がありました。これについて、ご意見、ご質問は、ありませ

んでしょうか。 

 

・融通の結果、大型魚が増えたということですよね。減らされる可能性は

ゼロではないですよね。 

 

・４月１日より令和４年管理年度が始まりますけれども、それに合わせリ

セットされます。 

 

・クロマグロの資源的には、増えているのですか。 

 

・徐々に増えているという資源評価が出ております。 

 

・実はこの前、メジマグロの小型魚が海岸に上がっていた。何かに食べら

れた跡があり、流れてきていた。いつも６月頃にいることはわかってい

たが、今の時期にマグロは見たことない。マグロが増えたのか、潮が変

わったのかわからないけれども。 

 

・現場レベルでは、クロマグロの資源が増えていると実感しております。

また、研究機関の資源評価でも増加傾向にあると出ております。 

 

・資源管理で増えたのか、自然に増えたのかわかりませんが。 
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土屋会長 

 

 

 

塚田委員 

 

事務局 

（渡邉） 

 

土屋会長 

 

 

 

渡邊副会長 

 

 

神田委員 

 

 

 

 

上村技師 

 

 

 

 

渡邉主査 

 

 

 

 

脇坂委員 

 

 

 

 

 

吉田係長 

 

 

 

 

 

 

・他に意見等はないようですので、議題(４)について終わります。 

・続いて議題（５）の「その他」ですが、事務局から一点あるようなので

よろしくお願いいたします。 

 

［到着］ 

 

［資料１-１から１-２に基づき説明］ 

 

 

・ありがとうございました。ただいまマグロに関する日本海・九州西広域

漁業調整委員会について説明がありましたが、これについて質問等あり

ますでしょうか。 

 

・内容に意見はありませんけれども、周知はどのように行っていくのです

か。例えば、ネットに掲載していくとか。 

 

・私どもの漁協の遊漁船業者から質問があったのですけれども、水産庁の

HP を見たら、６月１日から釣っていいよとあった。細かいところは見な

かったけれども、委員会指示案があるのであれば早めに周知しなけれ

ば、うちの遊漁船業者は釣っていいものだと思っている。 

 

・委員会指示の周知について、クロマグロの担当者会議で話がありました

が、SNS 等を通じて周知していくとのことでした。他に、具体的にどん

な方法を用いて行うかは検討中であるとのことでした。そこがわかり次

第、皆様に周知していきたいと考えております。 

 

・補足ですけれども、水産庁の方からは、PB の方もいることからマリー

ナ等にも周知をしていきたいとおっしゃっていました。我々としまして

も、遊漁船業者に対しては周知を図っていきたいと思います。少し先の

話ではありますが早めに対応していきたいと考えております。 

 

・去年、クロマグロの採捕が禁止だったけれども、かなり釣ってきている

人がいました。というのも、漁協に所属している遊漁船業者は、我々が

監視できるが、組合員でない遊漁船業者についてはそうではない。また、

そういった人たちには注意ができない。そのような場合にはどうすれば

よろしいですか。 

 

・そういった場合は、私ども県の方か、水産庁の出先機関の新潟漁業調整

事務所の方に問い合わせていただきたい。昨年、寺泊の PB でもそうい

った事実があり、水産庁の方が出向き指導に入っております。なので、

私ども通しても構いませんので、情報をいただいて国の方から指導を仰

ぐという形になります。 
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脇坂委員 

 

磯谷副会長 

 

 

高野主事 

 

 

 

磯谷副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上村技師 

 

 

 

 

 

 

 

土屋会長 

 

脇坂委員 

 

 

 

 

土屋会長 

 

 

 

 

 

・わかりました。ありがとうございます。 

 

・１日 1 人１尾までということで、違反したときの罰則はどのようになっ

ていますか。 

 

・罰則としましては、最初に違反した場合、国から指導文書が出ます。再

度違反した場合は、農林水産大臣名で裏付命令が出されます。それにも

背いた場合には、50 万円以下の罰金又は１年以下の懲役となります。 

 

・私から言わせてもらうと、アワビは 3000 万円でクロマグロが 50 万円で

あると。逆に言うと、クロマグロを 10 匹釣ってきたら儲けが出る。 

  相当厳しい対応をして、数量を超えた場合にはしっかりと禁止をしてい

かないと。事務局の説明だと、昨年６月で 20 トン上がっていていると、

10 トンなら半月で積み上がってしまう。責任をもって、禁止している時

に採捕したら、免許取り上げ、1000 万円の罰金にするなど国として本気

であることを示さなければ、採捕してくる人が出てくる。 

  ある日遊漁船で、13 本マグロを釣ってきた人もいた。50 万円の罰金で

も遙かに利益がでてしまう。 

  法律をしっかり守っているマグロ漁業者の方が、なんのためにやってい

るかわからなくなってしまう。 

  だから、県としては国に対して、こういったことを強く要望していただ

きたい。 

 

・我々としても、現在の委員会指示で遊漁によるクロマグロの採捕を制限

できるか疑問に思っているところです。国は、昨年より遊漁によるクロ

マグロの採捕の制限を始めたところで、今まで実態の把握できなかった

遊漁を手探りで管理している状態であり、段階的に、規制や罰則を強め

ていき、最終的には TAC 管理の様な形になるのではないかと思います。

担当者としては、クロマグロを釣る遊漁船についてはライセンス制を導

入するなどさらなる規制を国に要望しているところです。 

 

・他にありますでしょうか。 

 

・難しい問題だと思う。去年のことだが、料理人は遊漁船が釣ってきたマ

グロを安く買うことができるといっており、ものすごく助かっていると

いう話もあった。我々は料理人まで注意することはできないので、県が

取り締まるといったらおかしいが、注意をしてみてほしい。 

 

・私も、広域漁業調整委員会に出席させていただき様々な意見を聴きまし

た。私として感じたことは、水産庁はしっかり管理していると話があり

ましたけれども、ちゃんと管理するだけの体制、国又は県が確認する体

制がとれているかという疑問はもちました。今ほど、磯谷委員と脇坂委

員からもありましたけれども、実際は報告されていないなどの実態が多
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渡邊副会長 

 

 

渡邉主査 

 

 

 

土屋会長 

 

 

渡邉主査 

 

土屋会長 

 

土屋会長 

くあるのではないかなと思います。現場に行けば行くほど、そうなって

いることを感じております。機会があれば、委員の皆様の御意見も要望

していこうと考えております。 

 

・委員会が指示して、規制をしているけれども、海上保安庁に取り締まる

権限はあるのですか。 

 

・違反があったからといって、直ちに海上保安庁が取り締まることはでき

ません。先ほど、高野から説明があったとおり、裏付命令が出された後

であれば、取締りの対象にはなります。 

 

・他にございますか、よろしいでしょうか。 

・その他、事務局から何かありますか。 

 

・特にございません。 

 

・委員の皆様から何かありますか。 

 

・他に無ければ、本日予定しておりました議題について審議を終了しまし

たので、これにて第２０６回新潟海区漁業調整委員会は、終了とさせて

頂きます。 

 

終了：16:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


